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はじめに 

 
 
気候変動問題、海洋プラスチックごみ問題、生物多様性の損失といった地球環境の危機、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大に加え、ロシアによるウクライナ侵攻により深刻な人道危機だけでなく、世界
経済全体が成⻑減速とインフレが加速しています。 

我が国においても、2050 年カーボンニュートラル及び 2030 年度の温室効果ガス削減目標の実現に向
けて、暮らし、ライフスタイルの分野でも大幅な CO2 削減が求められます 。 

循環経済への移行は、企業の事業活動の持続可能性を高めるため、ポストコロナ時代における新たな競
争力の源泉となる可能性を秘めており、動静脈産業の連携等、現に新たなビジネスモデルの台頭が国内
外で進んでいます。循環経済の実現は、難しい道のりであるものの、市場経済メカニズムや制度的インフ
ラを総動員して達成することも不可能ではありません。 

 
３R 活動推進フォーラムではこのような情勢を踏まえ、３R（リデュース、リユース、リサイクル）、さ

らには「３Ｒ・資源循環」「３Ｒ・循環経済」への事業展開を図って参ります。会員の皆様はじめ関係者
の皆様のより一層の 御指導、御鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 
 

なお、本報告書は、令和 4 年度の３Ｒ活動推進フォーラム事業活動等について取りまとめたもので、
会員の皆様をはじめ３Ｒ活動・資源循環に係る関係者の皆様の今後の業務の参考になれば幸いです。  

 
 
 
 
 

令和 5 年 4 月   
３Ｒ活動推進フォーラム 会⻑  細田 衛士 
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◆３R 活動推進フォーラムについて 

 
1. 「３Ｒ活動推進フォーラム」の沿革～ごみ減量化から３Ｒへ～ 

 「３Ｒ活動推進フォーラム」の前身は、平成 4 年(1992)に設⽴された「ごみ減量化推進国⺠会議」にあ
ります。平成 3 年(1991)10 月、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」が改正され、従来からのごみの適
正処理に加え、排出抑制、分別、保管、再生（リサイクル）等による「ごみ減量化」の推進が大きな柱（法
目的）として加えられ、同時に国⺠、事業者、国及び地⽅公共団体にあって、ごみ減量化の積極的推進が
求められることとなりました。そのため、「ごみ減量化」を強力に推進するため、幅広い国⺠運動を展開
する機関として、平成 4 年(1992)9 月、「ごみ減量化推進国⺠会議」が(社)全国都市清掃会議を事務局と
して設⽴されました。その後、同会議では、再生紙利用促進、自動販売機の在り⽅、包装について具体的
な検討作業を精力的に行っています。その結果、平成 7 年(1995)6 月には、再生紙使用マーク（Ｒマー
ク）の設定、「マイ・バッグ・キャンペーン運動実施要領」の制定などが行われてきました。 
 
 平成 12 年(2000)6 月、「循環型社会形成推進基本法」が公布されました。21 世紀を迎え持続可能な社
会を構築するためには、「ごみゼロ型社会」すなわち「循環型社会」への転換を推進することが強く求め
られることとなりました。そのため、平成 14 年(2002)7 月、「ごみ減量化推進国⺠会議」から、更に一歩
踏み込んだ「ごみゼロ型社会づくり」（循環型社会づくり）の活動へと進むべく、「ごみゼロパートナーシ
ップ会議」へと改称されました。 
 

平成 17 年(2005)4 月、我が国は「３Ｒを通じた循環型社会の構築を国際的に推進するための日本の行
動計画」（ゴミゼロ国際化行動計画）を発表し、国内での循環型社会づくりを基礎として３Ｒの国際的推
進に主導的役割を果すことを世界に宣言しました。こうした国際的な動きを踏まえ、我が国の循環型社
会づくりの一層の加速化と地球規模での循環型社会の形成に寄与することが求められてきました。その
ため、３Ｒに関する社会的取組や先進的技術による取組をさらに進めるほか、会員相互の連携した活動
の展開など、循環型社会への変革を強く意識した３Ｒ活動を一層推進するため、「ごみゼロパートナーシ
ップ会議」を拡充発展させ、平成 18 年(2006)1 月、「３Ｒ活動推進フォーラム」（会⻑：加藤三郎環境⽂
明研究所代表）が発足しました。そして、平成 19 年(2007)5 月、(社)全国都市清掃会議から(財)廃棄物
研究財団（平成 23 年 12 月に（公財）廃棄物・3Ｒ研究財団に移行）に事務局が移り、現在に至っていま
す。 
・歴代会⻑ 

初 代     平成 18 年 1 月から平成 18 年 5 月 環境⽂明研究所代表 加藤三郎氏 
第 2 代〜第 3 代 平成 18 年 5 月から平成 22 年 4 月 東京大学総⻑    小宮山宏氏 
第 4 代〜第 5 代 平成 22 年４月から平成 26 年 5 月 東京大学大学院教授 武内和彦氏 
第 6 代〜第 10 代 平成 26 年 5 月から現在      東海大学副学⻑   細田衛士氏 

 
・会員数 
  会員は、自治体会員 77、⺠間会員 66、合わせて 143 会員（令和５年３月現在） 
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【会員数推移表】 ※令和元年度から年度末の会員数とした。 

 
2. ３R 活動推進フォーラム事業活動 

３Ｒ活動推進フォーラムは、３Ｒに関する以下の事業等を実施しています。 
① ３Ｒに関する研鑽・啓発 
② ３Ｒに関する先進的事業の実施・支援 
③ ３Ｒに関する調査研究の実施・支援 
④ ３Ｒに関する国内外の情報の収集、提供など 

 
また、第四次循環型社会形成推進基本計画等を踏まえ、これらの計画が求めている循環型社会の形成に
向けて、各主体が連携・協働した取組に貢献すべく、以下の事業等を実施することとしています。 
 

（１） ３Ｒ推進全国大会及び関連事業 

３Ｒ推進全国大会は毎年 10 月に環境省と３Ｒ活動推進フォーラム、自治体等の共同で開催しています。 
国⺠・事業者・行政が一堂に会し、循環型社会の形成に関するそれぞれの知識や経験を交換するととも

に、参加者一人一人が自らのライフスタイルを見直す機会を提供し、ごみの減量・再資源化などの３Ｒ推
進に関する理解を深め、ごみゼロ社会の実現や循環型社会の形成に向けた取組を推進することを目的と
しています。 
 

（２） 連携・協働事業 

 フォーラムの会員団体などとのセミナー等の共同開催や３Ｒ推進地⽅大会等への協力・後援等による
連携を強化し、３Ｒ活動の推進事業の推進、拡大に努めます。 
 

（3） 実務講座・相談事業 

自治体及び会員団体を対象に３Ｒ・資源循環に関する研修・学習相談事業のニーズを把握し、研修セミ
ナーを実施していきます。 
 

（４） 広報普及事業 

フォーラムの活動状況を年次報告書などにとりまとめ広報するとともに、メルマガ「３Ｒ・廃棄物ニュ
ース」や「事務局通信」の配信、ホームページ、展示会への出展等を通して、広く３Ｒの推進を啓発・普

2 



6 
 

及していきます。また、ガイドラインに沿ったＲマーク表示の啓発・普及を行っています。 
 

3．３Ｒ活動関係年表 

 
年 ３R・循環 関連法など 活動の歴史 経済・社会情勢 

1970 
（昭和45） 

廃棄物処理法の公布   

1971 
（昭和46） 

環境庁の設置  変動相場制へ 

1986 
（昭和61） 

ごみ処理施設構造指針の改正   

1988 
（昭和63） 

廃棄物最終処分場指針の改正   

1989 
（平成元） 

5 月 ヘルシンキ宣言採択「フロンを 2000 年ま

でに全廃」 

12 鈴木都知事、都議会でゴミの非常事態を宣

言 

8 月 財団法人廃棄物研究財団設立 

 

消費税施行、税率 3％ 

米ソ首脳「マルタ会談」 

東西冷戦終結 

1990 
（平成 2） 

12 月「ダイオキシン類発生防止等ガイドライ

ン」(旧ガイドライン)の策定 

3 月 廃棄物学会設立 

 

株価暴落、バブル景気

の崩壊 

 

1991 
（平成 3） 

4 月「再生資源有効利用促進法」公布 

10 月「廃棄物処理法」改正 

法の目的にごみの減量化・発生抑制、再生(リサ

イクル)の推進が導入 

 湾岸戦争 

1992 
（平成 4） 

6 月 地球サミット、リオ・デジャネイロで開

催 

リオ宣言「アジェンダ 21」 

9 月 「ごみ減量化推進国民会議」発足（（社）

全国都市清掃会議 事務局）  

第１回ごみ減量化推進全国大会(岡山県、岡

山市) 

 

1993 
（平成 5） 

11 月「環境基本法」公布 

 

11月 第2回ごみ減量化推進全国大会(東京

都） 

 

1994 
（平成 6） 

12 月「環境基本計画※」閣議決定 

 

5 月ごみ減量化推進国民会議、「再生紙利用

促進のための具体的行動目標」採択 

9 月 第 3 回ごみ減量化推進全国大会（大阪

府、大阪市） 

 

 

1995 
（平成 7） 

6 月「容器包装リサイクル法」公布 

「再生紙使用マーク」（Ｒマーク）設定 

「マイ・バッグ・キャンペーン運動実施要領」

制定 

6 月 ごみ減量化推進国民会議、「包装・容

器の減量化に関する指針」採択 

9 月 第 4 回ごみ減量化推進全国大会(千葉

県、千葉市) 

阪神・淡路大震災 

3 



7 
 

1996 
（平成 8） 

 10 月 ごみ減量化推進国民会議、「PET ボト

ルのあり方についての検討委員会報告書」発

表 

第 5 回ごみ減量化推進全国大会(福岡県、福

岡市、北九州市) 

 

1997 
（平成 9） 

1 月「ごみ処理におけるダイオキシン類発生防

止ガイドライン」（新ガイドライン） 

 

6 月 ごみ減量化推進国民会議、「再生紙利用

促進のガイドライン」採択 

10 月 第 6 回ごみ減量化推進全国大会(宮城

県、仙台市) 

金融機関の連鎖的破綻 

1998 
（平成10） 

6 月「家電リサイクル法」公布 

10 月「地球温暖化対策法」公布 

6 月ごみ減量化推進国民会議、再生紙利用促

進のガイドライン（改正）」採択 

10 月 第 7 回ごみ減量化推進全国大会(兵庫

県、神戸市) 

 

 

1999 
（平成11） 

7 月 ダイオキシン類対策特別措置法」公布  10 月 第 8 回ごみ減量化推進全国大会（埼玉

県、浦和市） 

 

2000 
（平成12） 

6 月「循環型社会形成推進基本法」公布 

「廃棄物処理法等」の改正 

「再生資源利用促進法」の改正 

「建設資材リサイクル法」「グリーン購入法」 

「食品リサイクル法」公布 

12 月「第 2 次環境基本計画」閣議決定 

10 月 第 9 回ごみ減量化推進全国大会(広島

県、広島市) 

 

 

2001 
（平成13） 

1 月 中央省庁再編により環境省が廃棄物･リサ

イクル行政を所管 

4 月 資源の有効な利用の促進に関する法律の

施行 

 

10 月 第 10 回ごみ減量化推進全国大会（北

海道、札幌 

市） 

9.11アメリカ同時多発

テロ 

2002 
（平成14） 

7 月 「自動車リサイクル法」公布 

 

7 月 第 10 回総会、「ごみゼロパートナーシ

ップ会議」に改称  

11 月 第 1 回ごみゼロ推進全国大会（徳島

県、徳島市） 

 

2003 
（平成15） 

3 月 「循環型社会形成推進基本計画」公表 

 

10 月 第 2 回ごみゼロ推進全国大会（富山

県、富山市） 

 

2004 
（平成16） 

6 月 Ｇ８シーアイランドサミット「神戸３Ｒ行

動 

計画」小泉首相が３Ｒイニシアティブを提唱 

10 月 第 3 回ごみゼロ推進全国大会（静岡

県、静岡市） 

 

2005 
（平成17） 

2 月 「京都議定書」発効 10 月 第 4 回ごみゼロ推進全国大会（長崎 「愛・地球博」愛知県で

4 
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4 月 「３Ｒイニシアティブ閣僚会合」を東京で

開催 

「３Ｒを通じた循環型社会の構築を国際的に

推進するための日本の行動計画」（ゴミゼロ国

際化行動計画）発表 

6 月「クールビズ」開始 

県、佐世保市） 開幕 

2006 
（平成18） 

3 月 「３Ｒイニシアティブ高級事務レベル会

合」を東京で開催 

4 月 「第 3 次環境基本計画」閣議決定 

 

1 月 「ごみゼロパートナーシップ会議」を

拡充発展させ「３Ｒ活動推進フォーラム」発

足 

初代会長 加藤三郎環境文明研究所代表が

就任 

5 月 ２代目会長に小宮山宏東京大学総長が

就任 

10 月 第 1 回３Ｒ推進全国大会（愛知県、名

古屋市） 

 

 

2007 
（平成19） 

5 月「ごみ不法投棄監視ウィーク」がスタート 

6 月 「21 世紀環境立国戦略」閣議決定 

「３Ｒを通じた持続可能な資源循環」を推進  

Ｇ８ハイリゲンダム・サミット地球温暖化問題 

 

5 月 事務局が(社)全国都市清掃会議（現(公

社)全国都市清掃会議）から(財)廃棄物研究

財団（現(公財)廃棄物・３R 研究財団）に移

る 

10 月 第 2 回３Ｒ推進全国大会(福岡県、北

九州市) 

 

2008 
（平成20） 

3 月 「循環型社会形成推進基本計画」改訂  

7 月 Ｇ８北海道洞爺湖サミット 

 

10 月 第 3 回３Ｒ推進全国大会（山形県、山

形市） 

 

2009 
（平成21） 

 

 

10 月 第 4 回３Ｒ推進全国大会（千葉市）  

2010 
（平成22） 

 4 月 会長に武内和彦東京大学大学院教授が

就任 

11 月 第 5 回３Ｒ推進全国大会(佐賀県、佐

賀市) 

 

2011 
（平成23） 

8 月 東日本大震災により生じた廃棄物の処理

の特例に関する法律公布 

8 月「平成二十三年三月十一日に発生した東北

地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故

により放出された放射性物質による環境の汚

染への対処に関する特別措置法」公布 

10 月 第 6 回３Ｒ推進全国大会（京都市） 

12 月 （公財）廃棄物・３Ｒ研究財団設立 

東日本大震災 
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2012 
（平成24） 

4 月「第 4 次環境基本計画」閣議決定 

8 月 「特定産業廃棄物特別措置法」一部改正法

律公布 

8 月 「小型家電リサイクル法」公布 

10 月 第 7 回３Ｒ推進全国大会（東京都内）  

2013 
（平成25） 

5 月 「第三次循環型社会形成推進基本計画」閣

議決定 

10 月 第８回３Ｒ推進全国大会（栃木県）  

2014 
（平成26） 

 5 月 会長に細田衛士慶應大学経済学部教授

が就任 

10 月 第９回３Ｒ推進全国大会（相模原市） 

消費税５％から８％に

引き上げ 

2015 
（平成27） 

11 月第 21 回気候変動枠組条約締約国会議

（COP21）パリ協定 

11 月 第 10 回３Ｒ推進全国大会（福井県）  

2016 
（平成28） 

3 月「特定家庭用機器廃棄物回収率目標達成ア

クションプラン」策定 

5 月 Ｇ７富山環境大臣会合 

5 月 Ｇ７伊勢志摩サミット 

 

10 月 全国おいしい食べきり運動ネットワ

ーク協議会設立 

10 月 第 11 回３Ｒ推進全国大会（徳島県） 

熊本地震 

2017 
（平成29） 

 

 

10 月 第 12 回３Ｒ推進全国大会（沖縄県）  

2018 
（平成30） 

4 月 「第五次環境基本計画」閣議決定 

6 月 「第四次循環型社会形成推進基本計画」閣

議決定 

10 月 第 13 回３Ｒ推進全国大会（富山県）  

2019 
（令和元） 

5 月 「食品ロス削減推進法」公布 

「プラスチック資源循環戦略」策定 

6 月 Ｇ２０軽井沢環境大臣会合 

6 月 Ｇ２０大阪サミット  

10 月 第 14 回３Ｒ推進全国大会（新潟市） 消費税 10％ 

2020 
（令和 2） 

7 月 レジ袋の有料化 10 月 第 15 回３Ｒ推進全国大会（和歌山県

を延期） 

新型コロナウイルス感

染症拡大 

2021 
（令和 3） 

6 月 「プラスチックに係る資源循環の促進等に

関する法律」公布 

10 月 第 15 回３Ｒ推進全国大会（和歌山県） 静岡県熱海市で土石流 

2022 
（令和 4） 

4 月 「プラスチックに係る資源循環の促進等に

関する法律」施行 

9 月 「第四次循環型社会形成推進基本計画」の

第２回点検及び循環経済工程表の策定 

10 月「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを

創る国民運動」及び官民連携協議会発足 

10 月 第 16 回３Ｒ推進全国大会（オンライ

ン・東京都内） 

 

ロシア軍のウクライナ

侵攻 

2023 
（令和 5） 

 10 月 第 17 回３R 推進全国大会（秋田県）予

定 

トルコ・シリア大地震 

6 
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◆令和４年度事業年間スケジュール 

月 セミナー・シンポジウム等 連携活動、審査会、理事会等 広報関連、講師活動等 
４月  令和 4 年度循環型社会形成推進功労者

環境大臣表彰推薦開始 

・散乱防止・美化キャンペーン （三浦

海岸） 

・事務局通信№70 配信 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

・スチール缶リサイクル協会「実践活動と

してのスチール缶を含む集団回収を通じて

環境教育に取り組む小学校及び中学校への

支援業務」後援 

５月  ・３Ｒ活動推進フォーラム第 17 回理事

会書面開催 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

６月  ・３Ｒ活動推進フォーラム第 17 回総会

書面開催 

・令和４年度３Ｒ促進ポスターコンク

ール募集開始 

・持続可能環境センター（3R・低炭素

社会検定）総会・運営委員会 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

７月  ・３Ｒ活動推進フォーラム企画運営委

員会 

・散乱防止・美化キャンペーン（愛媛） 

 

・事務局通信№71 配信 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

・令和 4 年度建設副産物リサイクル広報用

ポスター 後援 

・令和３年度不法投棄の監視・啓発活動等

の取組実績の報告 

８月 ・容器包装の３Ｒに関する市⺠・自治

体・事業者との意見交換会 IN ⻘森 

・⻘森県・⻘森市等の地元関係者とプラ

協等の意見交換会 

・令和 4 年度循環型社会形成推進功労

者環境大臣表彰審査会 

 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

 

９月  ・令和４年度３Ｒ促進ポスターコンク

ール審査会 

・持続可能環境センター運営委員会 

・事務局通信№72 配信 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

１ ０

月 

・第 16 回３Ｒ推進全国大会 

 

・第 15 回 ３Ｒ・低炭素社会検定試験

講習会開催 

・とやま環境フェア 2022（WEB 出展） 

・廃棄物・３Ｒ研究財団＆３Ｒ活動推進

フォーラム年次報告会 

・３Ｒ推進月間用ポスター（令和３年度版）

の公開 

・ ３ Ｒ 促 進 ポ ス タ ー コ ン ク ー ル 展 示

（GEOC） 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

１ １

月 

・環境省主催地⽅セミナー「プラスチッ

ク資源循環法 及び循環経済工程表に

ついて」（富山） 

・第 15 回 ３Ｒ・低炭素社会検定試験

開催 

・散乱防止・美化キャンペーン（三重） 

・令和４年度３Ｒ促進ポスターコンクール

展示（YOKOHAMA RePLASTIC フォー

ラム） 
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・容器包装の３Ｒに関する市⺠・自治

体・事業者との意見交換会 IN 奈良 

・市町村 プラスチック資源循環 研修

会（奈良） 

 ・３R システム事業化促進支援事業成果発

表会講演 

・2022 建設リサイクル技術発表会 後援 

・事務局通信№73 配信 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

１ ２

月 

・第１回（令和 4 年度）３R・循環経済

先 進 事 例 研 究 発 表 会 （ ３ Ｒ ＋

Renewable） 

・環境省主催地⽅セミナー「プラスチッ

ク資源循環法 及び循環経済工程表に

ついて」（愛媛） 

 ・令和４年度（公社）神奈川県産業資源循

環協会 横浜地区セミナー研修講話 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

・会員向けサービス動画配信開始 

・令和４年度３Ｒ促進ポスターコンクール

展示用パネル貸出開始 

１月 ・環境省主催地⽅セミナー「プラスチッ

ク資源循環法 及び循環経済工程表に

ついて」（兵庫） 

 ・第 17 回容器包装３R 推進フォーラム 後

援 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

２月 ・容器包装の３Ｒに関する市⺠・自治

体・事業者との意見交換会 IN 鹿児島 

・令和４年度プラスチック資源循環 

研修会（鹿児島） 

・循環・３R リレーセミナー〜脱炭素

社 会 に お け る 資 源 循 環 （ ３ Ｒ + Ｒ

enewable）〜 

 ・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

３月  ・３Ｒ活動推進フォーラム企画運営委

員会 

・３Ｒ、廃棄物 NEWS 配信 

・令和４年度容器包装交流セミナー報告書

発行 
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Ⅰ 令和４年度事業概要 

 
３Ｒ活動推進フォーラムは、循環型社会の形成・３Ｒ推進のため、環境省環境再生・資源循環局総

務課循環型社会推進室のご指導のもと、国内における普及啓発事業を実施している。 
令和４年度は、新型コロナウィルス感染症拡大予防の観点から、３Ｒ推進全国大会は第一部を対

面で開催、第二部をオンラインで開催、３回のセミナーはオンライン開催にて実施した。また、プラ
スチック資源循環法が令和 4 年 4 月 1 日から施行されたことを踏まえ、法律の概要や情報提供、先
進事例発表等を行うためのセミナーや勉強会を環境省、都道府県、会員等と連携し、業界を超えた
ステークホルダーと共同で循環型社会構築への取組を進めていくように努めた。 

 
1. ３Ｒ推進全国大会及び関連事業（令和４年度３R 推進企画運営業務） 

（１） 第 16 回３R 推進全国大会 

 環境省、３Ｒ活動推進フォーラムの主催によ
る「第 16 回３Ｒ推進全国大会」は、10 月 27 日
（木）13 時から、東京ウイメンズプラザを配信
拠点として開催した。 

第Ⅰ部の大会式典では、循環型社会形成推進
功労者、３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞
の表彰を行った。 

第Ⅱ部の記念シンポジウムでは、「ライフサイ
クル全般での資源循環に基づく脱炭素化の取組の推進 〜プラスチック資源循環と循環経済への移
行を加速するための循環経済⼯程表〜」をテーマに、プラスチック資源循環促進法や循環経済⼯程表
の情報提供、循環型社会の形成に向けて３Ｒ推進の必要性、今後の３Ｒ推進方策に関する理解を深め
るため講演とパネルディスカッションを行った。 

関連イベントとして幅広い関係者による３Ｒ・循環型社会形成の取組を紹介する展示コーナーや
施設見学会をオンラインで実施した。 

   
開催日時：2022 年 10 月 27 日（木）13：00〜16：30 

  開催拠点：東京ウイメンズプラザ（東京都渋谷区神宮前 5-53-67）YouTube 配信 
  開催主体：環境省・３Ｒ活動推進フォーラム 
  参加者：申込者 329 名 会場来場（関係者）者 50 名 計 379 名 

プログラム：敬称略 
◇第Ⅰ部 大会式典 13：00〜13：40  

  ・開会挨拶 主催者挨拶（環境省、３Ｒ活動推進フォーラム） 
・表彰式  

循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰  
３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞表彰 

・記念撮影 
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◇第Ⅱ部 記念シンポジウム 14：00 〜16：30   
・基調講演 
「プラスチックの資源循環と脱炭素化の取組の推進」 

３Ｒ活動推進フォーラム会⻑、東海大学副学⻑・政治経済学部経済学科教授、 
慶應義塾大学名誉教授 細田衛士 

・特別講演 
「2050 年の循環型社会に向けて〜循環経済工程表〜」 

環境省環境再生・資源循環局循環型社会推進室⻑ 水谷努 
・パネルディスカッション 
「ライフサイクル全般でのプラスチック資源循環の⽅向性」 
（コーディネーター）３Ｒ活動推進フォーラム副会⻑、 

NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット顧問 崎田裕子 
（講師１） 全日本プラスチックリサイクル工業会 

いその株式会社代表取締役社⻑ 磯野正幸 
（講師 2） 福岡筑後プラスチックリサイクルループ推進協議会  

九州大学芸術工学研究院未来共生デザインコース･教授 近藤加代子 
（講師 3） 東京都環境局資源循環推進部専門課⻑  古澤康夫 
（講師 4） 環境省環境再生・資源循環局循環型社会推進室⻑ 水谷努 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇関連イベント 
３R・循環型社会推進展示コーナー 
・令和４年度３R 促進ポスターコンクール入賞作品コーナー 
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・３R・循環型社会推進関連団体のコーナー 
３Ｒ・循環型社会形成を推進する先進的な取組を進められている団体活動を公募し、10 団体

12 動画を配信した。 
 

※順不同 敬称略 
〇一般社団法人日本有機資源協会 
〇NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット 
〇リデュース・リユース・リサイクル推進協議会 
〇ガラスびん３Ｒ促進協議会 
〇３Ｒ推進団体連絡会 
〇スチール缶リサイクル協会 
〇一般社団法人持続可能環境センター 
〇プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 
〇公益財団法人日本環境協会こどもエコクラブ全国事務局 
〇段ボールリサイクル協議会 
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・施設見学会  
事前に録画編集を行い、大会当日 10 月 27 日１０:００より YouTube 動画で配信した。 
A ライオン株式会社 

 
B 株式会社ナカダイ・株式会社モノファクトリー 

 
（２） 循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰審査等業務 
 

循環型社会形成推進功労者を表彰する制度は、廃棄物の発生量の抑制（リデュース）、再使用（リユー
ス）、再生利用（リサイクル）の適切な推進に顕著な功績があった個人、企業、団体を表彰し、その功績
をたたえるとともに、循環型社会の形成の推進に資することを目的に、毎年環境省が実施しているもの
で、令和４年度は全国で３Ｒ活動優良企業６件 、３Ｒ活動推進功労団体４件、合計 10 件が受賞した。
なお、表彰式は第１６回３Ｒ推進全国大会式典の席で行われた。令和４年度は３Ｒ活動推進フォーラム
から２件の推薦を行った。（結果については図１） 
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図 1 
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・表彰数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

年度 個人 団体 企業 合計 

２００６年（平成 18 年度） 6 6 7 19 

２００７年（平成 19 年度） 10 13 18 41 

２００８年（平成 20 年度） 6 15 28 49 

２００９年（平成 21 年度） 5 12 21 38 

２０１０年（平成 22 年度） 7 9 20 36 

２０１１年（平成 23 年度） 5 11 13 29 

２０１２年（平成 24 年度） 4 10 20 34 

２０１３年（平成 25 年度） 4 7 10 21 

２０１４年（平成 26 年度） 1 8 8 17 

２０１５年（平成 27 年度） 2 5 14 21 

２０１６年（平成 28 年度） 1 11 7 19 

２０１７年（平成 29 年度） 1 5 10 16 

２０１８年（平成 30 年度） 0 3 7 10 

２０１９年（令和元年度） 0 6 6 12 

２０２０年（令和 2 年度） 0 7 6 13 

２０２１年（令和 3 年度） 0 2 5 7 

２０２２年（令和 4 年度） 0 4 6 10 
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（３） ３R 促進ポスターコンクール選定等業務 

環境省と３Ｒ活動推進フォーラムでは、循環型社会の実現に向けて、毎年「３Ｒ促進ポスターコンク
ール」を実施している。公募は、小学生低学年、小学生中学年、小学生高学年、中学生の部の４部門で
行われ、令和４年度３Ｒ促進ポスターコンクールには、全国から合計 5,905 点の応募があった。審査
の結果、各部門で最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作 10 点が選定された。（募集状況は図２） 

 
①応募作品到着 2022 年 8 月下旬〜9 月 9 日（締め切り） 

 
 
 
 
 
 

 
②1 次審査会（廃棄物・３R 研究財団 ８階大会議室）  
2022 年 9 月 26 日（月）  

 
 
 
 
 
 
 

③2 次審査会（浅草橋ヒューリックホール＆カンファレンス ROOM1） 
2022 年 9 月 28 日（水）  

 
 
 
 
 
 
 
 

本年度は応募総数 5,905 作品。 環境省⽴ち合いのもと第一次審査会で選考された 235 作品の中か
ら、各部門で最優秀賞 1 点、優秀賞 3 点、佳作 10 点、4 部門計 56 点を選出した。 
審査⽅法としては、部門ごとに優秀と思われる作品 10 点を各委員が無記名で選出し、それぞれの部門
の得票数の高い⽅から最優秀賞、優秀賞、佳作とした。部門別・県別の応募数は図２の通り。 
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  図２ 
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・総応募点数応募件数推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・受賞作品 PR 例 
愛知県北名古屋市 収集車の側面に愛知県北名古屋市入賞作品 
（縦 100ｃｍ×横 80ｃｍ程度）を表示 2023 年 2 月 6 日より稼働  
ラッピング予定車両５台（両側面） 
「令和４年度３Ｒ促進ポスターコンクール高学年の部最優秀賞」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              ※愛知県北名古屋市防災環境部環境課ご提供 

（４） 環境省主催地⽅セミナー 

  プラスチックごみ問題、気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化等への対応がますます重要に
なっていることから、政府においては、循環型社会形成推進基本計画やプラスチック資源循環戦略等の
施策が策定された。 

令和４年４月には「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行され、製品の設計か
らプラスチック廃棄物の処理までに関わるあらゆる主体におけるプラスチック資源循環等の取組（3R 
+ Renewable）を促進するための措置を講じようとしており、また、同９月には第四次循環型社会形成
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推進基本計画の第２回点検結果（循環経済工程表）が策定された。 
こうした状況を踏まえ、国⺠の皆様はじめ関係者の皆様にこれらの周知徹底を図り、各主体が具体

的に行動を起こしていただくための情報を提供するため、環境省主催の３R 推進地⽅セミナーを開催
した。 

 
① プラスチック資源循環法 及び循環経済工程表について（富山） 

   開催日時：2022 年 11 月 25 日（金） 13：00〜16：00 
   開催拠点：オンライン（WebEx） 
   開催主体： 環境省、富山県、３Ｒ活動推進フォーラム 
   参加者：72 名 
   プログラム： 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
富山県生活環境⽂化部参事・環境政策課⻑ 中島浩薫 
代理発表者： 同課主査 的場義典 

 
② プラスチック資源循環法 及び循環経済工程表について（愛媛） 

   開催日時：2022 年 12 月 14 日（水）13：00〜16：00 
   開催拠点：オンライン（WebEx） 
   開催主体：環境省、愛媛県、３R 活動推進フォーラム 
   参加者：80 名 
   プログラム： 
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③ プラスチック資源循環法 及び循環経済工程表について（兵庫） 

   開催日時：2023 年１月 18 日（水）13：00〜16：00 
   開催拠点：オンライン（WebEx） 
   開催主体：環境省、兵庫県、３R 活動推進フォーラム 
   参加者：119 名 
   プログラム： 
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2. 連携・協働事業 

（１） ３Ｒ推進団体連絡会との共催による容器包装交流セミナー 

プラスチック資源循環法が施行され、プラスチックの一括回収が始まり、３Ｒ推進団体連絡会と３Ｒ
活動推進フォーラムは、３Ｒ・循環経済をテーマに NPO 団体、事業者、自治体などのステークホルダ
ーが一堂に会し、主体間の信頼と連携・協働の輪が大きく広がることを期待し、全国各地でセミナーを
開催した。本年度は２年ぶりに開催した。３回開催終了後に「容器包装セミナー報告書 2022」を作成
し全国の自治体に配布した。 

 
  ① 容器包装の３Ｒに関する市⺠・自治体・事業者との意見交換会 IN ⻘森 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
開催日時：2022 年 8 月 25 日（木）13：00〜16：30 

   開催拠点：⻘森県観光物産会館アスパム 十和田 
   開催主体：３Ｒ推進団体連絡会、３Ｒ活動推進フォーラム 
   参加者：36 名 
   プログラム： 
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② 容器包装の３Ｒに関する市⺠・自治体・事業者との意見交換会 IN 奈良 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
開催日時：2022 年 11 月 10 日（木）13：00〜16：30 

   開催拠点：奈良県⽂化会館 小ホール 
   開催主体：３Ｒ推進団体連絡会、３Ｒ活動推進フォーラム 
   参加者：44 名 
   プログラム： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 容器包装の３Ｒに関する市⺠・自治体・事業者との意見交換会 IN 鹿児島 
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   開催日時：2023 年２月 2 日（木）13：00〜16：40 
   開催拠点： ライカ南国ホール（Li-Ka1920（ライカイチキューニーマル）５階） 
   開催主体：３Ｒ推進団体連絡会、３Ｒ活動推進フォーラム 
   参加者：42 名 
   プログラム： 

（２） 持続可能環境センターとの連携 

環境が将来にわたって持続するよう、家庭・企業・コミュニティ等において必要な知見を共有化する
とともに、活動の輪を広げるための教育・人材の育成等を支援することにより、持続可能な地域社会づ
くりに貢献する目的で加入している。 

 
① 持続可能環境センター（3R・低炭素社会検定）総会・運営委員会 

開催日時：2022 年 6 月 28 日（火）10：00〜11：30 
開催拠点：京都大学工学部・浅利美鈴准教授セミナー室 

（工学部物理系校舎 8 階 807 号室）およびオンライン（ZOOM）併用 
   開催主体：一般社団法人持続可能環境センター事務局 
   内容：2021 年度決算、第 15 回検定について 
 

② 持続可能環境センター運営委員会 
開催日時：2022 年 9 月 28 日（水）16：00〜17：30  
開催拠点：京都大学工学部・物理系校舎 8 階三才学林セミナー室 

        およびオンライン（ZOOM）併用 
   開催主体：一般社団法人持続可能環境センター事務局 
   内容：第 15 回検定の進捗について 次年度の検定について 他 
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③ 第 15 回 3R・低炭素社会検定試験講習開催 運営業務（関東地区：東京会場） 

開催日時：2022 年 10 月 15 日（土） 
３Ｒコース    ９：30〜12：30  
低炭素社会コース 13：30〜16：30 
開催拠点：東京会場 

（公財）廃棄物・３Ｒ研究財団 会議室 
   開催主体：3R・低炭素社会検定 検定事務センター  
 

④ 第 15 回 3R・低炭素社会検定試験開催 運営業務（関東地区：東京会場） 
開催日時：2022 年 11 月 13 日（日） 
開催拠点：品川フロントビル会議室 定員 145 名 
開催主体：3R・低炭素社会検定 検定事務センター  

 受験者：午前 69 名 午後 68 名 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ 広報関連  
・合格者向けの記事  

「ニュースレターR でつながる」３Ｒ・低炭素社会検定 ニュースレター編集委員会 
・HP 記事の寄稿   

Vol.156「2022 年４月から施行のプラスチック新法とは」 
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（３） 公益財団法人日本環境協会 こどもエコクラブ全国事務局との連携 

時代を担う子どもたちのコミュニケーションの能力、課題発見、解決能力、多様性を受容できる力、
新しい価値を生み出す力など「未来を創る力」を育む活動を支援することにより、持続可能な地域社会
づくりに貢献する目的で加入している。 

① バイオマスプラスチック「アキと世界の未来(2022 年 3 月 30 日発行（非売品）)」 
漫画の掲載協力 

（３R 活動推進フォーラム会員、一般社団法人有機資源協会様よりご提供） 
② 令和４年度３R 促進ポスターコンクール募集の掲載協力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ③ 2022 年 11 月 22 日開催 YOKOHAMA RePLASTIC  
   フォーラム会場での共同展示を実施。 

横浜市資源循環局と同じスペースで展示を行い、相互理解を深めた。 
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（４） リデュース・リユース・リサイクル推進協議会との連携 

① 第１回（令和 4 年度）３R・循環経済先進事例研究発表会（３R＋Renewable） 
世界的な人⼝増加や経済成⻑などにより資源・エネルギー・⾷料の需要が拡大し、同時に廃棄物量の
増大、気候変動、生物多様性、環境汚染などの
問題が深刻化している。 

このため、資源および製品の⻑期・効率的な   
利用等を通じた Reduce、繰り返し利用等を通
じ た  Reuse 、 資 源 の 徹 底 的 利 用 等 に よ る 
Recycle、そして、利用する資源自体を再生可能
なものに変える Renewable を全ての製品分野
にわたって推進していくことが必要となってお
り、資源採取、製品設計、製造、供給、利用、
維持修繕、回収、リサイクル・資源化のすべて
の段階にわたって、関係者の相互の理解と協力
が不可欠である。  

そこで、持続可能な形態で新たな試みや取組
みの先駆的な事例を中心に、企業、自治体廃棄
物・リサイクル関連団体等の事例・研究発表会を
開催し、３Ｒ・循環経済に関する先進事例の情報
発信および相互の交流の場を作り、循環型社会
の一層の拡大浸透を図る。  

第１回となる令和４年度は、製品設計から廃
棄物処理に至る各段階において、あらゆる主体
による資源循環等の取組（３Ｒ＋Renewable）の
第１弾としてプラスチック資源循環促進法（プラ新法）が本年４月に施行されたことを踏まえ、プラ
スチックの３Ｒ・循環経済をテーマとした先進事例発表会を開催した。 

 
   開催日時：2022 年 12 月 12 日（月）13：00〜16：30 
   開催拠点：オンライン（WebEx） 
   開催主体：リデュース・リユース・リサイクル推進協議会  

３Ｒ活動推進フォーラム 
        クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（CLOMA）協力 
   発表者は HP より公募した。 
    

参加者： 80 名 
   プログラム：敬称略 
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② 循環・３Ｒリレーセミナー 

   〜脱炭素社会における資源循環（３Ｒ+Ｒenewable）〜 
開催日時：2023 年 2 月６日（月）14:00〜16:45 

   開催拠点：オンライン（WebEx） 
   開催主体： 

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会 ３Ｒ活動推進フォーラム 
   参加者：119 名 
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プログラム： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５） 廃棄物・３Ｒ研究財団＆３Ｒ活動推進フォーラム年次報告会 

令和 4 年度の廃棄物・３Ｒ研究財団及び３Ｒ活動推進フォーラム主催の年次報告会にて、３R 活動
推進フォーラムの活動報告と今後の⽅向性について報告をした。 

 
開催日時：2022 年 10 月 14 日（金） 
開催拠点：ＫＦＣビル（第一ホテル両国直結 10 階 Room101〜103） 

開催主体：公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団 
参加者：会場参加 53 名 オンライン参加 69 名 計 122 名 

（６） とやま環境フェア 2022 WEB 出展 

富山環境フェアは、富山県をはじめ様々な環境関係団体が環境保全や３R の推進についての展示な
わかりやすくアピールしている。特に、⾷品廃棄物・フードロスの取組は富山県が全国をけん引してお
り、大きな成果を上げている。 

当フォーラムでも毎年このフェアを応援しており、これからも共に環境保全を取り組んでいくため
に本年度も出展を行った。 
 

開催日時：ウェブ会場：令和４年 10 月７日（金）〜令和５年１月９日（月・祝） 
リアル会場：令和４年 10 月９日（日）、10 月 10 日（月・祝） ９：30〜15：30 
開催拠点：WEB  

   開催主体：とやま環境フェア開催委員会 （富山県、富山市、環境とやま県⺠会議、 
(公財)とやま環境財団） 
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（７） スチール缶リサイクル協会との連携  

① 三浦海岸清掃活動 
2022 年度第１回目の「散乱防止・美化キャンペーン」 

として三浦海岸で海岸清掃を行った。昨年度は開催を 
見送ったため、約１年ぶりの開催となった。 

開催日時：2022 年 4 月 28 日（木） 
開催拠点：神奈川県三浦市三浦海岸 

 
② 愛媛県⻄条市高須海岸清掃活動 

地元の住⺠や企業、関係団体など約 400 名と一緒に海岸の
清掃活動を行いました。清掃活動終了後は、市内のショッピ
ングセンター「フジグラン⻄条」に移動し、場所をお借りし
てポイ捨て防止、環境美化推進の啓発活動を実施した。 

開催日時：2022 年 7 月 3 日（日） 
開催拠点：愛媛県⻄条市高須海岸 
 

③ 三重県津市リバーパーク真美清掃活動 
地元団体主催の清掃活動に、３Ｒ活動推進フォーラムはス

チール缶リサイクル協会とともに参加しました。清掃活動終
了後は、参加者約 200 名にポイ捨て防止、環境美化推進の啓
発活動を実施した。 

開催日時：2022 年 11 月 19 日（土） 
開催拠点：三重県津市白山町真美 

 

（８） 資源リサイクル促進センターとの連携 

① 小学生のためのリサイクル学習ホームページ３R ポスターコンクール開催の掲載にご協力をい
ただいた。 

（https://cjc.or.jp/j-school/） 
 
 
 
 
 
 
 
 

※スチール缶リサイクル協会よりご提供 
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② 中学生・高校生・市⺠のための環境リサイクル学習ホームページ「プラスチック製品の原料は？」

日本有機資源協会マンガの掲載にご協力をいただいた。 
（https://www.cjc.or.jp/school/a/a-4-2.html#sec02-2） 
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3. 実務講座・相談事業 

（１） 自治体・事業者との勉強会、研修 

市町村に資源循環に関する情報提供、意見交換を通じて、自治体相互の交流を図り、広域事業等の新
たな展開に役⽴てると共に、資源循環研究の一層の推進を図ることを目的に「プラスチック資源循環法
研修会」を開催した。 

「プラスチック資源循環の法制度を解説する」と題し、一括回収での様々な個別の問題を束ねて、多
面的・総合的に資源循環問題の理解と解決に向けて法制度を理解するため、自治体との意見交換会を実
施した。 

 
① ⻘森県・⻘森市等の地元関係者との意見交換会 

開催日時：2022 年 8 月 24 日（水）施設見学 13：00〜15：00 意見交換 15：40〜17：20 
開催拠点：株式会社⻘南商事 ECO プラザ⻘森/⻘森県観光物産会館アスパム９F 「南部」 
開催主体：プラスチック容器包装リサイクル推進協議会、３Ｒ活動推進フォーラム、⻘森県 
公益財団法人廃棄物・３R 研究財団 
参加者：施設見学会 12 名 意見交換会 10 名 

          
 
 
 
 
 
 
 

プログラム：敬称略 
講演 経済産業省資源循環経済課 課⻑補佐（総括担当） 吉川泰弘 
意見交換、質疑等 
 

② 市町村 プラスチック資源循環 研修会（奈良県） 
開催日時：2022 年 11 月 11 日（金）13:00〜15:45 

   開催拠点：奈良県経済倶楽部４階会議室/オンライン（WebEx） 
   開催主体：プラスチック容器包装リサイクル推進協議会、３Ｒ活動推進フォーラム、奈良県、 

公益財団法人廃棄物・３R 研究財団 
   参加者：26 名（現地参加者 13 名） 
   プログラム：敬称略 
   開会挨拶 

奈良県水循環・森林・景観環境部廃棄物対策課 課⻑ 高木康人 
    講話 「今後の循環経済と脱炭素の⽅向は」 
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公益財団法人廃棄物・３R 研究財団 理事⻑ 梶原成元 
    講義１  「プラスチック資源循環法の概要」 
        経済産業相産業技術環境局資源循環経済課 総括課⻑補佐 吉川康弘 
    講義２  「プラスチックリサイクルの現状と課題」 
    公益財団法人日本容器包装リサイクル協会プラスチック容器事業部課⻑清水健太郎 
    講義３  「プラスチック資源循環の動向」 
        プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 久保直紀 
 

意見交換会「プラスチック資源循環法の施工に向けた市町村の一括回収等について」 
閉会挨拶 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 久保直紀 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 市町村 プラスチック資源循環 研修会（鹿児島県） 
開催日時：2023 年 2 月３日（金）13:00〜15:15 
開催拠点：ライカ南国会議室/オンライン（WebEx） 

   開催主体：プラスチック容器包装リサイクル推進協議会、３Ｒ活動推進フォーラム、鹿児島県 
   公益財団法人廃棄物・３R 研究財団廃棄物・３R 研究財団 
   参加者：41 名（現地参加６名） 
 
    プログラム：敬称略 

開会挨拶 公益財団法人廃棄物・３R 研究財団 理事⻑ 梶原成元    
講話  「脱炭素と新しい豊かな暮らしを創る国⺠運動」  

環境省地球環境局 脱炭素ライフスタイル推進室⻑ 井上雄祐  
講義１ 「プラスチック資源循環法の概要」  

経済産業省産業技術環境局資源循環経済課 総括課⻑補佐 吉川泰弘  
講義２ 「容リ制度とプラスチックリサイクルの現況と課題」  

        公益財団法人日本容器包装リサイクル協会プラスチック容器事業部  
課⻑ 清水健太郎   

講義３ 「プラスチック資源循環 環境配慮設計とリサイクル」 
プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 久保直紀  

質疑応答（意見交換会）  
閉会挨拶   
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鹿児島県環境林務部廃棄物・リサイクル対策課 課⻑ 鶴田晃紀 
※開催当日は経済産業省産業技術環境局資源循環経済課 総括課⻑補佐吉川泰弘氏が公務のた
め欠席、代わりに環境省地球環境局 脱炭素ライフスタイル推進室⻑井上雄祐氏より「プラスチ
ック資源循環法の概要」のご説明をいただいた。 

 
 
 
 
 
 
 

（２） 講師派遣 

① 一般社団法人えひめ産業資源循環協会主催 
「３Ｒシステム事業化促進支援事業成果発表会」 

開催日時：2022 年 11 月 8 日（月）13:30〜16:00 
   開催拠点：リジェール松山（JA 愛媛）８階クリスタルホール（松山市南堀端町 2-3） 
   開催主体：一般社団法人えひめ産業資源循環協会 
   基調講演 

「循環型社会の形成を目指して 〜プラスチック新法の意義と産廃業者の役割〜」 
３Ｒ活動推進フォーラム事務局⻑ 伊藤秀明  
 

② 公益社団法人神奈川県産業資源循環協会主催  
「令和４年度横浜地区セミナー」 

開催日時：2022 年 12 月 5 日（月）13:30〜16:30 
   開催拠点：かながわ労働プラザ ４階５、６、７会議室 
   開催主体：公益社団法人神奈川県産業資源循環協会 
   研修講話 地球温暖化防止対策と循環型社会の形成に向けて  

《産業廃棄物処理業者の担う役割》 
３R 活動推進フォーラム事務局⻑（元横浜市職員）伊藤秀明 
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4. 広報普及事業  

（１） HP やメルマガを通じた普及啓発活動 

① ３R 活動フォーラム「３R とは」ページの改修 
関連情報のリンク先の確認と整理を行った。またカテゴリーを「３R・資源循環」「プラスチック

資源循環、海洋プラスチックごみ」「⾷品ロス」「衣服・ファッション」「蓄電池・バッテリー」に増
やした。 
② ホーム画面のバナーの更新を積極的に実施 

参加者を募集するイベントなど、視覚で惹きつけるような工夫の一つとして行った。以下に本年度
の一例を掲載する。 
・３R 促進ポスターコンクール作品募集時 期間：募集開始〜９月締め切りまで 

 
 
 
 
 
 

・３R 推進全国大会の共同主催自治体の募集 期間：通年 
 
 
 
 
 
 

・３R 推進全国大会参加者の募集時 期間：募集開始〜終了まで 
 
 
 
 
 
 

・３R・循環経済先進事例研究発表会（３R＋Renewable）期間：募集開始〜終了まで 
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③ HP アクセス数（PV 数）の調査 
調査の結果、近年は WEB へのアクセスが減少傾向のため、来訪を増やす仕掛けの検討として、

さらなる他団体との連携や SNS を通じた広報も検討する。 
年度 合計 月平均 

2022 年度 119,084 10,826 
2021 年度 147,034 12,253 
2020 年度 104,404 8,700 
2019 年度 153,989 12,832 
2018 年度 179,520 14,960 

   
④ ３Ｒ・廃棄物 NEWS 配信（メルマガ） 

関係省庁、都道府県、政令指定都市、会員団体等の情報を月 2〜3 回配信した。 
（配信登録者約 6600 件（2023 年３月時点）） 
配信した直後、イベントの申込数が増加傾向となるので、今後も積極的に配信していく。 

 
⑤ ３Ｒ推進月間用ポスター（令和３年度版、４年度版）を通じた３R 啓発 

環境省と実施している令和３年度と令和４年度の３Ｒ促進ポスターコンクールの入賞作品を 
使った３Ｒ推進月間用ポスターデータを作成し、利用できるよう WEB 上で呼びかけを行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 令和４年度３R 推進全国大会で展示した 16 作品のパネルの無償貸し出しを HP 上で開始 
 （2022 年 12 月 23 日〜より開始）  
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（２） 会員向けサービス 

① 事務局通信の配信 
事業の企画や業務執行の状況等会員に随時報告するための事務局通信を年４回配信した。 
３Ｒ活動推進フォーラムの活動報告だけでなく、会員情報等も掲載するように内容を改めた。 
年度 発行回数 

2022 年度 ４ 
2021 年度 3 
2020 年度 2 
2019 年度 4 
2018 年度 1 

 
② 動画配信の開始 

当フォーラムの企画・運営委員会での梶原成元副会⻑の講話、３R 推進全国大会での細田衛士会⻑
の基調講演を会員向けサイトから YouTube 動画で配信を開始した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３） ３R 促進ポスターコンクール展示会（令和４年度入賞作品）を通じた３R 推進普及活動 

以下の場所で最優秀作品、優秀作品全 16 点の展示を行った。 
① 東京ウイメンズプラザ（第 16 回全国 3R 推進全国大会会場内） 

   開催日時：2022 年 10 月 27 日（木） 
   来訪者：約 50 名 
 

② 地球環境パートナーシッププラザ（国連大学１階） 
開催日時：2022 年 10 月 28 日（金）〜11 月 16 日（水） 
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③ 横浜市役所（YOKOHAMA RePLASTIC フォーラム会場内） 

開催日時：2022 年 11 月 22 日（火） 
来訪者：約 180 名 

（４） 後援、協賛、協力等 

① 建設副産物リサイクル広報推進会  
・令和４年度建築副産物リサイクル広報用ポスター 

      掲出期間：2022 年 10 月中心 
      掲出場所：公共交通機関の駅舎、公共機関、建設現場等 
   ・2022 建設リサイクル技術発表会・技術展示会 
      開催日時：2022 年 11 月９日〜10 日 
      開催拠点：インデックス大阪 6 号館（大阪市住之江区南港北 1-5-102） 
 

② ３R 推進団体連絡会 
・第 17 回容器包装３R 推進フォーラム 

開催日時：2023 年 1 月 23 日（月） 
開催拠点：ＫＦＣホール（墨田区横綱 1-6-1） 
 

③ スチール缶リサイクル協会 
・第 16 回（2022 年）小・中学校における環境教育推進支援事業 

      募集期間；2022 年 6 月 1 日〜10 月 31 日 
 

④ 令和３年度不法投棄の監視・啓発活動等の取組実績の報告 
提出先 環境相環境再生・資源循環局不法投棄現状回復事業対策室 
提出内容 ３R 活動推進フォーラム令和３年度不法投棄の監視・啓発活動等の取組実績  
掲載内容 2023 年 1 月 23 日環境省報道発表 
「産業廃棄物の不法投棄等の状況（令和３年度）」 
https://www.env.go.jp/press/press_01043.html 
「産業廃棄物の不法投棄等の監視体制の状況について（令和４年度）」  
https://www.env.go.jp/recycle/ill_dum/kanshi_kyoka.html 
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  ⑤ プラスチック容器包装リサイクル推進協議会主体事業への参画 
   東京都令和３年度 革新的技術・ビジネスモデル推進プロジェクト 

「分別収集したプラスチック資源の機械選別・リサイクルに関する実証検討」  
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/resource/recycle/single_use_plastics/circular_innovation.html 

（５） R マーク表示の啓発普及 

３Ｒ活動推進フォーラムでは、前⾝のごみ減量化推進国⺠会議が平成 7 年 6 月に定めた再生紙普及
のためのＲマーク（再生紙使用マーク）について、環境省が策定した環境表示ガイドラインの表示方法
等と併せて広報に努めた。 

 
① ホームページでの普及啓発 

Ｒマークのロゴをダウンロードできるようにするとともに、使用にあたっての留意事項等を 
掲載。 

 
② 問い合わせへの対応 

Ｒマークについて、掲載方法や掲載物に関する電話などでの問い合わせ、教材への掲載方法につい
ての問い合わせなどに対応した。３Ｒ活動推進フォーラム全体の問合せの３分の１を占めているこ
とから、関心が高いことがわかった。 
≪Ｒマーク表示例≫ 

平成 20 年 1 月に環境省から公表された「環境表示ガイドライン」では、消費者を混乱させないた
め、Ｒマークの近辺やウェブサイトなどに、下記表示例のように利用方法について説明文を加えて表
示することが望ましいとされている。 

 
 

③ 報告相談の利用例について（以下一例） 
・【文科省・R５著作教科書】家庭科教科「消費生活」掲載図表データの使用 
・『Oh！金の学校』（フレーベル館）「再生紙使用マーク」使用 
・【文部科学省著作教科書】「消費者生活」への画像等掲載 
・地球教室 2022 年（基礎編）の「環境に配慮した商品」への掲載等 
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（６） その他相談業務 

３R 活動推進フォーラムへは様々な主体から各種問い合わせがあり、その内訳は以下の通り。 
（2023 年 3 月上旬集計） 

・問い合わせ内容 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

・問い合わせ主体内訳 
 
その他：学校 保護者等 
 
 
 
 
 
 
 
 

（７） メディア掲載 

３R 活動推進フォーラム事業がメディアに掲載された記事等の一覧 

掲載日 掲載媒体 掲載内容 備考 

2022 年 10 月 ウエイストマネジメント 

環境産業新聞 

環境省・３R 活動推進フォ

ーラム第１６回３R 推進全

国大会を開催へ 

第 16 回 3R 推進

全国大会 

2022 年 10 月 環境新聞 第 16 回３R 推進全国大会広

告 

第 16 回 3R 推進

全国大会 
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2022 年 10 月 一般社団法人京都府産業廃

棄物３Ｒ支援センター HP 

【第 16 回３R 推進全国大

会 !!参加者募集!!】 

第 16 回 3R 推進

全国大会 

2022 年 12 月 月間廃棄物(12 月号) 資源循環と脱炭素を推進へ 

ライフサイクル全体で取り

組む 

第 16 回 3R 推進

全国大会 

2022 年 12 月 都市と廃棄物（VOL.52 

No.12） 

環境省・３R 活動推進フォ

ーラム第 16 回３R 推進全国

大会開く 循環経済の強い

うねりを 

第 16 回 3R 推進

全国大会 
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Ⅱ 組織運営 

1. 理事会・総会 

（１） 理事会 開催概要 

 ３Ｒ活動推進フォーラム 第 17 回理事会は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止をする観点から、
前年度と同様、書面による決議を行い、理事及び監事の皆様に審議を賜り 2022 年５月 30 日に理事会の
決議をもって原案を可決した。 

【議事】  
① 報告事項 職務の執行状況に関する報告  
② 審議事項  

第 1 号議案 令和 3 年度事業報告（案）及び収支決算（案）  
第 2 号議案 令和 4 年度事業計画（案）及び収支予算（案）  
第 3 号議案 理事及び監事の選任（案）  
第 4 号議案 顧問の承認（案）  
第 5 号議案 会⻑、副会⻑、専任理事の選任（案）  
第 6 号議案 第 17 回総会を書面により開催する提案（案） 

 
＜役員＞ 

３Ｒ活動推進フォーラム 役員一覧（令和 5 年３月末日時点）敬称略 

会  ⻑  細田 衛士    東海大学副学⻑政治経済学部経済学科教授、慶應義塾大学名誉顧問 
副 会 ⻑  崎田 裕子 NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット 顧問 
副 会 ⻑  梶原 成元 公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団理事⻑ 

(理事 五十音順) 

専任理事  宇仁菅伸介 公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団専務理事 
理事    荒川  隆     一般財団法人⾷品産業センター理事⻑ 
理事    伊藤  章     一般財団法人家電製品協会理事⻑ 
理事    大迫 政浩 一般社団法人廃棄物資源循環学会会⻑ 
理事    岡村 隆吉    一般社団法人日本経済団体連合会環境安全委員会 

廃棄物･リサイクル部会⻑代行 
理事    金澤 貞幸 公益社団法人全国都市清掃会議会⻑ 
理事    佐藤 直良 建設副産物リサイクル広報推進会議会⻑ 
理事    山条 忠⽂ 一般社団法人日本環境保全協会会⻑ 
理事    永井 良一 公益社団法人全国産業資源循環連合会会⻑ 
理事    藤村コノヱ NPO 法人環境⽂明 21 代表理事 
理事    松尾 嘉朗 一般社団法人全国清涼飲料連合会会⻑ 
理事    三井 弘樹 一般社団法人全国清掃事業連合会会⻑ 
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(監事 五十音順) 

監事     大熊 洋二 公益社団法人全国都市清掃会議専務理事 
監事    中田 良平 スチール缶リサイクル協会専務理事 

(顧問 五十音順) 

顧問    加藤 三郎 株式会社環境⽂明研究所代表取締役所⻑ 
顧問    庄子 幹雄 マサチューセッツ工科大学客員教授 

（２） 総会 開催概要 

「３Ｒ活動推進フォーラム 第 17 回総会」の開催について、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
観点から、前年度と同様、書面による決議を行うことに第１７回理事会で決定し、各会員の審議を賜
り、2022 年 6 月 16 日に総会決議が行われた。 
 

【議事】 
① 報告事項 職務の執行状況に関する報告 
② 審議事項 

第 1 号議案 令和 3 年度事業報告（案）及び収支決算（案） 
第 2 号議案 令和 4 年度事業計画（案）及び収支予算（案） 
第 3 号議案 理事及び監事の選任（案） 
第 4 号議案 会⻑、副会⻑、専任理事の選任（案） 
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会員（令和 5 年 3 月末日時点） 自治体会員７７ 民間団体会員６６ 計 143 
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2. 企画・運営委員会 

（１） 令和４年度第１回開催概要 

令和４年度企画・運営委員会（第１回）を Webex によるオンライン形式にて開催し、３Ｒ活動推進
フォーラムの役割の強化・拡充について意見交換を行った。 

 
開催日時： 令和 4 年 7 月 29 日（金）10：00〜12：00  
開催場所： オンライン開催（Webex）  
開催内容： 
① 開会   伊藤事務局⻑ 
② 挨拶  ３Ｒ活動推進フォーラム副会⻑ 梶原 成元  

環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室⻑ 水谷 努 氏 

③ 委員・オブザーバー紹介 
④ 議事  ⻤沢委員⻑ 

1. 令和３年度企画・運営委員会議事録確認 
2. ３Ｒ・循環経済をめぐる最新の動き―循環経済工程表（案）ほか―  
3. ３Ｒ活動推進フォーラムの役割の強化・拡充について  
4. 今後の企画・運営委員会の開催予定 
5. その他 

⑤ 閉会 伊藤事務局⻑ 

（２） 令和４年度第２回開催概要 

令和４年度企画・運営委員会（第２回）を Webex によるオンライン形式にて開催し、当年度の事業
報告と次年度の事業計画を報告した。また、２月に会員向けのアンケートを実施し、今後のフォーラ
ムの活動についての意向調査の結果を報告し、これからの活動の⽅向性について意見交換会を行っ
た。 

開催日時： 令和 5 年 3 月 2 日（木）10：00〜11：30  
開催場所： オンライン開催（Webex）  
開催内容： 
① 開会 伊藤事務局⻑ 
② 挨拶 ３Ｒ活動推進フォーラム副会⻑ 梶原 成元  

環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室⻑ 水谷 努 氏 

③ 委員・オブザーバー紹介 
④ 議事 ⻤沢委員⻑ 

1. 令和 4 年度事業報告（案）について 
2. 今後の事業の進め⽅（案）について  
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3. 令和 5 年度事業計画（案）について 
4. その他 

⑤ 閉会 宇仁菅専任理事 
 

 ＜委員＞ 

３Ｒ活動推進フォーラム 委員一覧（令和 5 年３月末日時点） 敬称略 ５０音順 

浅利 美鈴   京都大学大学院地球環境学堂准教授  
有馬  聡    一般財団法人家電製品協会環境部⻑  
香川 智紀   公益社団法人全国産業資源循環連合会事業部⻑兼調査部⻑  
⻤沢 良子    ＮＰＯ法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事⻑  
久保 直紀    プラスチック容器包装リサイクル推進協議会専務理事   
小松 順司      大阪市環境局家庭ごみ減量課⻑  
佐藤 勇一   川⼝市環境部資源循環課⻑  
志村 公久   東京都環境局資源循環推進部⻑  
田中 希幸   ガラスびん３R 促進協議会理事・事務局⻑  
中石 一弘   株式会社エックス都市研究所常務取締役・環境エンジニアリング事業本部⻑  
中田 良平   スチール缶リサイクル協会専務理事  
羽田野雅司      松本市環境・地域エネルギー部⻑  
藤森 祥弘   建設副産物リサイクル広報推進会議幹事⻑  
三浦 佳子   一般社団法人日本冷凍⾷品協会広報部⻑（消費生活コンサルタント） 
百瀬 紋乃   日本生活協同組合連合会社会・地域活動推進部 
山本 耕平      株式会社ダイナックス都市研究所 
山脇  敦    公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 

再生品認証事業推進チーム チームリーダー  
柚山 義人   一般社団法人日本有機資源協会専務理事  

 
 ＜関係省庁＞  

水谷  努    環境省環境再生・資源循環局総務課 
リサイクル推進室⻑・循環型社会推進室⻑   

小花 和稔     環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室室⻑補佐  
加藤 正良   環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室  
田中 将吾   経済産業省産業技術環境局資源循環経済課⻑  
森  幸子     農林水産省大臣官房新事業・⾷品産業部外⾷・⾷⽂化課 

⾷品ロス・リサイクル対策室⻑    
隅藏雄一郎   国土交通省総合政策局 

公共事業企画調整課インフラ情報・環境企画調整官  
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＜オブザーバー＞  

小峰 且也   株式会社環境新聞社専務取締役  
新倉  充    日報ビジネス株式会社環境編集部課⻑  
松澤  淳    株式会社環境産業新聞社代表取締役  

  
＜事務局＞ 

梶原 成元    ３Ｒ活動推進フォーラム副会⻑  
宇仁菅伸介    ３Ｒ活動推進フォーラム専任理事  
伊藤 秀明    ３Ｒ活動推進フォーラム事務局⻑  
河村 栄作    ３Ｒ活動推進フォーラム 事務局 
指澤 佳代       ３Ｒ活動推進フォーラム 事務局 
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3. ３Ｒ活動推進フォーラム規約等 資料  
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～ごみゼロ・循環型社会めざして～ 

年次報告書 
令和 4年度版（2022年度版） 

 
発  行：３Ｒ活動推進フォーラム 
発行年月：令和 5年 4月 
所 在 地：〒130-0026  

東京都墨田区両国 3-25-5  JEI両国ビル 8F  
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この製品は、古紙パルプ配合率 60％の再生紙を使用し
ています。このマークは、３Ｒ活動推進フォーラムが定
めた表示方法に則って自主的に表示しています。 
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